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一般質問（要旨）

議
員　

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
の
さ
ら
な
る

魅
力
向
上
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

思
い
で
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の
導
入
を
決
め

た
の
か
、
ま
た
今
後
、
渋
滞
対
策
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

サ
メ
の
飼
育
種
類
数
日
本
一
と

い
う
強
み
を
強
化
す
る
た
め
、
ジ
ン
ベ

エ
ザ
メ
の
展
示
を
決
定
し
た
。
渋
滞
対

策
と
し
て
、
駐
車
場
の
確
保
や
交
通
対

策
を
進
め
る
。
ま
た
、
広
域
的
な
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

生
徒
の
多
様
性
を
踏
ま
え
、

個
々
の
実
情
に
対
応
し
た
校
則
や
生
徒

の
健
全
な
育
成
と
発
達
に
資
す
る
校
則

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
県
立
高
校
の

校
則
の
見
直
し
を
ど
う
推
進
す
る
の
か
。

教
育
長　

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
毎

年
変
化
し
て
お
り
、
校
則
も
、
生
徒
や

保
護
者
の
価
値
観
の
多
様
化
に
応
じ
た

見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
各
県
立
高

校
に
は
、
生
徒
総
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
な

ど
の
機
会
に
、
生
徒
や
保
護
者
の
意
見

を
聞
く
な
ど
し
、
今
夏
を
目
途
に
校
則

の
見
直
し
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
。

議
員　

条
件
が
良
い
畑
に
も
か
か
わ
ら

ず
放
置
さ
れ
、
農
地
が
十
分
に
活
用
さ

れ
て
い
な
い
地
区
も
あ
る
。
高
い
収
益

を
期
待
で
き
る
品
目
の
導
入
を
、
一
層

推
進
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長　

近
年
の
需
要
見
込
み

と
、
周
年
出
荷
に
よ
る
安
定
収
益
な
ど

に
よ
り
、
か
ん
し
ょ
の
生
産
拡
大
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
茨
城
か
ん
し
ょ

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
産
地
拡
大
事
業
を
創

設
し
た
。
来
年
度
は
一
層
の
生
産
拡
大

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
か
ん
し
ょ
に

続
く
重
点
品
目
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

乳
幼
児
二
人
の
死
亡
事
故
が
起

き
た
水
戸
市
内
の
認
可
外
保
育
施
設
は
、

県
が
立
入
調
査
を
し
て
い
た
が
、
国
の

基
準
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
県
は

死
亡
事
故
の
事
実
や
施
設
の
基
準
違
反

を
、
な
ぜ
公
表
し
な
か
っ
た
の
か
。
再

発
防
止
策
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

知
事　

今
後
は
、「
重
大
事
故
の
再
発

防
止
の
た
め
の
事
後
的
検
証
委
員
会
」

か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
原
則
と
し
て

事
故
の
概
要
や
立
入
調
査
結
果
を
公
表

し
て
い
く
。
ま
た
、
巡
回
指
導
を
拡
充

す
る
な
ど
、指
導
監
督
を
徹
底
し
て
い
く
。

議
員　

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
伴
い
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
涸
沼
の
豊
か
な
自

然
環
境
の
保
全
と
利
活
用
を
推
進
す
る

た
め
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ま
た
、
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
よ
り
、
涸
沼
の
魅
力
を
県
内
外
に

発
信
で
き
る
。
地
元
市
町
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
環
境
学
習
会
の
実
施
な
ど
、

ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
※

を
推
進
し
て
い
く
。

国
に
よ
れ
ば
、
早

け
れ
ば
令
和
三
年

度
に
建
設
工
事
を

開
始
す
る
見
通
し
。

（
ほ
か
に
、
施
設

園
芸
農
家
の
支
援
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
な
ど
も
質

問
）

議
員　

高
層
建
築
物
で
災
害
が
発
生
し

た
こ
と
を
想
定
し
た
消
防
職
員
の
教
育

訓
練
の
充
実
強
化
は
重
要
と
考
え
る
が
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

消
防
学
校
で

の
高
層
建
築
物
の
火
災
を
想
定
し
た
訓

練
に
加
え
、
実
際
の
火
災
現
場
を
疑
似

体
験
で
き
る
装
置
を
活
用
し
た
実
践
的

か
つ
高
度
な
訓
練
に
取
り
組
み
、
消
防

職
員
の
教
育
訓
練
の
充
実
強
化
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
東

京
二
〇
二
〇
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
、

つ
く
ば
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
今
後

の
在
り
方
な
ど

も
質
問
）

議
員　

国
道
二
九
四
号
の
渋
滞
緩
和

に
向
け
た
、
都
市
計
画
道
路
玉
台
橋
・

西
楢
戸
線
お
よ
び
（
仮
称
）
つ
く
ば

み
ら
い
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
県
道
常
総

取
手
線
の
整
備
の
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

都
市
計
画
道
路
玉
台
橋
・

西
楢
戸
線
は
、
四
車
線
整
備
や
右
折
車

線
の
二
レ
ー
ン
化
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
市
お
よ
び
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
と
併
せ
て
、

県
道
常
総
取
手

線
の
整
備
を
推

進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
障

害
者
支
援
、
港

湾
の
利
活
用
推

進
に
か
か
る
防

災
・
減
災
対
応

な
ど
も
質
問
）

議
員　

原
発
の
安
全
性
検
証
を
ど
う
進

め
る
の
か
。
ま
た
、
避
難
計
画
の
課
題

は
解
決
で
き
る
の 

か
。
廃
炉
が
現
実

的
選
択
で
は
な
い
か
。
県
民
の
声
を
聞

く
べ
き
と
の
世
論
に
、
ど
う
応
え
る
の
か
。

知
事　

安
全
性
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
で
検
証
を
し
、
二
月
か
ら
は
県
民
意

見
を
踏
ま
え
た
検
証
を
開
始
し
た
。
避

難
計
画
の
課
題
は
、
国
や
市
町
村
、
関

係
機
関
と
共
有
し
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
安
全
性
検
証
、
避
難
計
画
策
定

の
上
、
情
報
提

供
し
県
民
意
見

を
聞
い
て
い
く
。

（
ほ
か
に
感
染
症

対
策
、
特
別
支

援
学
校
の
環
境

整
備
な
ど
も
質

問
）

山野井　浩 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出

一括方式

本
県
の
畑
作
物
の
生
産
振
興

認
可
外
保
育
施
設
の

重
大
事
故
防
止
と
改
善
策

長谷川　重幸 議員
いばらき自民党
鉾田市・茨城町・大洗町選出 

一括方式

沼田　和利 議員
いばらき自民党
牛 久 市 選 出  

一括方式

江尻　加那 議員
日 本 共 産 党
水戸市・城里町選出

一括方式

水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
整
備
に
伴
う

涸
沼
の
利
活
用
の
推
進

消
防
職
員
の
教
育
訓
練
の
充
実
強
化

国
道
二
九
四
号
の
渋
滞
緩
和

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
問
題

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗

水
族
館
の
魅
力
向
上
策

県
立
高
校
の
校
則
の
見
直
し

　

本
県
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
急
激
な
人
口
減
少
や
社
会
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
通
信
技
術
の
劇
的
な
進
歩
な
ど
、

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
「
新
し
い
茨
城
県
」
を

目
指
し
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た
誇
り
あ
る
郷
土
茨
城
を
創
り
上

げ
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
県
は
、
豊
か
な
自
然
や
暮
ら
し
や
す
い
気
候
風
土
、
特

色
あ
る
歴
史
・
文
化
、
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
や
高
度
な

も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
に
加
え
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

産
出
額
を
誇
る
農
業
や
整
備
が
進
む
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
民
間
会
社
に
よ
る
調
査
で
は
、
本
県
の
魅
力
が
十

分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
内
外
の
方
々

に
も
茨
城
に
住
み
た
い
、
訪
れ
た
い
と
考
え
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
本
県
が
持
つ
特
色
あ
る
地
域
資
源
に
一
層
磨
き
を
か

け
、
県
民
が
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
、
魅
力
あ

る
郷
土
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
、
多
様
な
角
度
か
ら
横
断
的
・
集
中
的

に
審
議
し
、
県
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
適
切
に
提
言
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
県
の
魅
力
向
上
に
関
す
る
諸
方
策
の
在
り
方
」

に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、「
魅
力
向
上
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
」
を
三
月
二
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
設
置
し
ま

し
た
。
委
員
の
構
成
は
十
五
名
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

魅
力
向
上
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た

委
員
長　

川
津　
　
　

隆

副
委
員
長　

星
田　
　

弘
司

委　
　

員　

西
條　
　

昌
良

　

 

〃　

  　

飯
塚　
　

秋
男

　

 

〃　

  　

細
谷　
　

典
幸      

　

 

〃　

  　

中
村　
　
　

修      

　

 

〃　

  　

田
口　
　

伸
一

　

 

〃　

  　

金
子　
　

晃
久

委　
　

員　

山
野
井　
　

浩

　

 

〃　

  　

坂
本　
　

隆
司

　

 

〃　

  　

二
川　
　

英
俊

　

 

〃　

  　

八
島　
　

功
男

　

 

〃　

  　

臼
井　

平
八
郎

　

 

〃　

  　

玉
造　
　

順
一

　

 

〃　

  　

豊
田　
　
　

茂

ことば ※【ワイズユース】…ラムサール条約（特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約）に記された考え方で、湿地の生態系を維持しつつ、そこから得られる「恵み」
を持続的に活用すること。

ダイナミックなイルカショー
(アクアワールド茨城県大洗水族館 )

消防職員の訓練の様子

収益性が期待できる作物の振興を

安全性検討ワーキングチーム
での検証の様子


